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はじめに

　市立旭川病院は，診療科２５科，病床数４８１床を有する市内有数の公

的医療機関として，令和４年度では入院で延べ約８万人，外来で約２１万

人の患者を診療し，地域医療の提供に大きな役割を果たしています。

　近年，医療を取り巻く環境は大きく変動しており，人口減少や医師不足

に加え，世界的な原材料や燃料の価格高騰，また，依然として新型コロナ

ウイルス感染症の影響は大きく，受診控えなどによる患者数の減少もあ

り，病院経営にとっては厳しい状況となっています。

　そのような中でも，当院の基本理念と基本方針の精神に則り，市民の皆

様が安心して暮らすことができるよう，質の高い医療の提供に向け，職員

が一丸となって努力を続けています。

　この冊子は，令和４年度の決算内容を中心に作成しましたが，当院の経

営状況のほか，当院の役割や取組なども合わせて，ご理解いただければ幸

いです。

《基本理念》

患者さん中心の医療を行い，市民から信頼され

る病院を目指します。

《基本方針》

１高度医療を担い，安全で質の高い医療を提供します。

２地域の病院・診療所と連携し，地域医療の向上に努めます。

３救急医療を担い，市民に安心な医療を提供します。

４公共性を確保し，健全な病院経営に努めます。

５教育研修を充実し，人材育成に努めます。

市立病院の基本理念と基本方針
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Ⅰ 市立旭川病院はどんなところ？

１ どんな病院なの？

　市立旭川病院は昭和５年に旭川市立診療所として開設されて以来，道北一

円の基幹病院の一つとして，旭川市民をはじめ広く道民の方々の体の治療や

心のケアのため，良質で安全な医療サービスを提供しています。

（１）地域がん診療連携拠点病院として

　循環器・消化器領域をはじめとした各診療科において，高度先進医療を提

供しており，がん治療においては，治療の三本柱である，手術・化学療法・

放射線治療を行っています。特に，消化管がんの精密診断と最新の内視鏡治

療を積極的に行っているほか，手術支援ロボット「ダヴィンチ」や放射線治

療機器など，最新の医療器械を導入することで，高度医療の提供と地域医療

の質の向上に努めています。

　また，多くのがん患者さんの診療に当たるとともに，地域のがん診療水準

の向上に努めており，活動の一つとして，がん患者さんやご家族による患者

会を支援したり協働することに取り組んでいます。

手術支援ロボット「ダヴィンチ」
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　そのほか，民間の病院では実施が難しい不採算医療を担うなど，公立病院

としての使命を果たしながら，市民から信頼される病院を目指しています。

（２）地域における医療連携体制について

　地域でより良い医療を提供するためには，近隣の医療機関と役割を分担し

協力し合うことが必要です。当院では，地域にある２００以上の医療機関に

登録医として協力してもらい，連携体制を構築しているほか，患者さんの病

気や障害に関する様々な不安や困りごとに対し，医療福祉相談体制を整えて

います。

（３）感染症指定医療機関として

　当院は，感染症指定医療機関として，令和４年度は状況に応じて一般診療

の制限をしながら，新型コロナウイルス感染症患者を受け入れ，感染が疑わ

れる患者さんへの診察・検査を行う接触者外来を運営してきました。
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　重症患者を休日・夜間を問わ

ず24時間体制でケアするた

め，市内の5病院で当番制により

診療を実施。当院は，その病院の

ひとつとして役割を果たしていま

す。

２ どんな特色があるの？

　精神科病棟100床を有す

る総合病院として，身体の病

状を抱えた精神疾患の患者さん

に，精神科以外の診療科と連携

して治療に当たっています。

   夜間急病センターを当院で運

営することにより，夜間の一次

救急を担い，いつでも医療を

受けられる体制づくりに貢

献しています。

　当院は，SARSやMERSな

ど，感染力や重篤性の観点から

危険性が高いとされる第二種感

染症患者を受け入れることがで

きる感染症病棟を保有してい

ます。

　準夜間帯の小児診療は，市内

の小児科医などが当院で診療

を行うことで，地域の医療

機関の負担を軽減するととも

に，受診者の利便性を図って

います。

感染症指定医療機関

道北で唯一の感染症病棟を保有

小児一次救急

準夜間帯小児診療の負担軽減，利便性向上

精神科

市内の多くの身体合併症患者を引受け

夜間急病センター

２４時間３６５日，医療を提供

２次救急

輪番５病院の一つとして救急車を受入れ
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１ 令和４年度の決算は？

【予算と決算】

※予算額は，当初予算額・補正予算額の合計額です。

※資本的収支には，前年度から繰り越した額１億２,４３０万円を含んでいます。

【年度末資金】

前年度末資金残高

１６億７,１０６万円

当年度資金収支

３億９,７５５万円

当年度末資金残高

△２億２,７４６万円１８億９,７９６万円

２０億６,８６１万円

１５億２,２６８万円１７億４,７２３万円

△６億２,２８２万円 ６億４,９８９万円

△８億５,３０８万円

４億１,９６３万円

差引 △３億７,８１９万円 △３億７,５２８万円

資
本
的
収
支

２１億２,５４２万円

△２億２,４５５万円収入
借入金など

支出
医療器械の購入など

Ⅱ 市立旭川病院の経営状況はどうなの？

差引

収
益
的
収
支

予算額（A） 決算額（B）

　当院では，主に医療の提供に係る収入と支出をまとめた「収益的収支」

と，医療器械の購入や借入金などの投資に係る「資本的収支」に分けて収

支状況を管理しています。

　収益的収支では，６億４,９８９万円の黒字となりましたが，資本的収支

では，借入金の返済などにより，３億７,５２８万円の赤字となりました。

　収益的収支と資本的収支を合計し，前年度からの繰り越しを合計した結

果，年度末資金は３億９,７５５万円のプラスとなっています。

増減（B－A）

収入
入院収益など

支出
給与費・薬品費など

１２７億１,９７８万円１２３億１５万円

１２０億６,９８９万円１２９億２,２９７万円

－５－



２ 医療の提供による収支はどうだったの？

【収入】

【支出】

減価償却費等 ７億４,７３３万円 建物や医療器械などの使用に伴う資産価値減少分です。

支払利息 １,６３９万円 借入金の返済利子です。

研究研修費 ４,１０６万円
医療の質を保つために必要な医師・看護師・薬剤師等の
研修費などです。

材料費 ３０億５,０１０万円 診療に使用する薬品や診療材料などの購入費です。

経費 ２０億４,２８４万円
建物・医療器械の維持管理費や患者さんの給食や窓口業
務の委託料などです。

その他 １億４,２７５万円 税務署に納める消費税などです。

支出合計 １２０億６,９８９万円

項　目 支出額 説　明

給与費 ６０億２,９４２万円 職員の人件費です。

減価償却費等に見合う補助金収入などです。

駐車場の使用料などです。

収入合計 １２７億１,９７８万円

７億７７１万円

９,２６６万円

長期前受金戻入

その他

新型コロナウイルス感染症対応に関する補助金などで
す。

　当院は，主に診療による収入により経営を行っていますが，公立病院の役

割の一つである不採算医療や新型コロナウイルス感染症への対応について

は，旭川市や北海道などから負担金や補助金の交付を受けています。

　費用については，主に医師・看護師・薬剤師等の人件費のほか，薬品など

の購入費，建物や医療器械の維持管理費に支出しています。

収入額

８９億６,５３８万円 入院や外来での医療行為に係る収入です。

医療の提供にかかわる収支決算（収益的収支）

項　目

医業収益

説　明

２９億５,４０３万円負担金・補助金

－６－



３ 器械の購入などの設備投資はどうだったの？

【収入】

【支出】

※収入と支出の差額３億７,５２８万円については，過年度分損益勘定留保資金等で補っています。

医療器械等を整備するための借入金です。８億７,２８０万円企業債

説　明収入額項　目

設備投資にかかわる収支決算（資本的収支）

　当院は，日々進歩する医療技術に対応し，高度な医療ニーズに応えるた

め，医療器械の整備・更新を毎年度行っています。

　医療器械は高額なものも多く，器械が古くなるとメンテナンスや修理に多

額の費用がかかるため，計画的に更新を進めていくことが必要となります。

　令和４年度は，がん患者等の放射線治療を行う放射線治療機器「リニアッ

ク」の更新などを行いました。

一般会計負担金 ６億２,８４７万円 借入金返済等のための旭川市の負担金です。

建物

企業債償還金 ９億４,１５１万円 借入金の返済元金です。

１億３,７５０万円 建物の工事費です。

器械備品 ８億８７５万円 医療器械の購入費です。

項　目 支出額 説　明

建設改良費

支出合計 １８億９,７９６万円

投資 １,０２０万円 看護師等奨学金の貸付金です。

補助金 ２,１４１万円 医療器械を整備するための補助金です。

９億４,６２５万円

収入合計 １５億２,２６８万円

放射線治療機器「リニアック」
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４ 令和４年度は市立病院で
　　　　　　　　　　　どんなことがあったの？

　令和４年度は，前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の対応に

追われた１年でした。

　そのような中で，これまで要望の多かったコンビニエンスストアを院

内に誘致したほか，会計表示システムを導入して待ち時間の見える化を

図るなど，患者サービスの向上に取り組んできました。

　また，新型コロナウイルス感染症へ対応しながら地域の医療需要に応

えるため，国や道からの補助金等を活用し，医療体制や器械等の整備充

実を図るとともに，人員に限りがある中でも，救急車の搬入を可能な限

り受け入れるように努めました。

救急車受入台数（台）化学発光免疫測定統合装置

1,726
1,869

2,062
2,260

2,373

2,159 2,187

2,554

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000
2,200
2,400
2,600
2,800

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

コロナ補助金等

２１億９千５百万円の活用
断らない救急

コンビニエンスストア開店

会計表示システム導入

前年度から約１７％増！コロナの検査でも活躍
する医療器械も購入
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５ 経営状況の推移はどうなの？

　一般家庭でいう貯金額等に相当す

る資金残高は，近年の厳しい経営状

況から大きく減少しておりました

が，新型コロナウイルス感染症に係

る補助金の活用等により，前年度か

ら増加することができました。

　強固な経営基盤の構築に向け，引

き続き改善に努めます。

医業収益の推移

資金残高の推移

延べ患者数の推移

   令和４年度は入院と外来を合わせ

て年間約２９万人の患者さんの診療

に当たりましたが，人口減少などの

影響で患者数は減少傾向にありま

す。

　特に新型コロナウイルス感染症の

影響により，令和２年度以降は大き

く減少しています。

　令和４年度は，新型コロナウイル

ス感染症の影響により患者数が減少

したため，診療による収入は前年度

に引き続き低い水準となりました。

　市民にとって必要な医療を提供す

るためには，安定した運営が必要な

ため，健全な経営に向けて改善に努

める必要があります。

入
院
外
来

100.5
102.1 101.2

96.5 96.9

100.9

94.6
93.1

87.9
89.5

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

（億円）

13.2 13.0 12.3 12.2 12.3 12.2 11.4 10.1
8.6 8.2

23.5 24.0 24.2 23.9 23.6 23.8
22.2 20.9 21.0 20.8
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（万人）

入
院
外
来
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△ 0.5
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△ 9.3

2.1

16.7
20.7
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（億円）

－９－



発行：令和５年（２０２３年）１０月
編集：市立旭川病院事務局経営管理課

070-8610 旭川市金星町１丁目１番６５号
TEL：0166-2４-３１８１ FAX：0166-2７-８５０５

https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/hospital/


